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課
程
博
士
学
位
申
請
論
文
要
約 

関
谷
由

一 
 

 
『
万
葉
集
』
を
平
安
期
以
降
の
和
歌
集
か
ら
区
別
す
る
重
要
な
特
徴
と
し
て
、
都
を
離
れ
た
地

へ
の
行

幸
や
そ
の
他
の
旅
の
時
に
作
ら
れ
た
歌
の
多
さ
が
あ
る
。
従
来
、
万
葉
の
歌
の
作
者
は
大
和
盆
地
の
住
人

で
あ
り
、
そ
の
主
た
る
内
容
は
、
旅
先

へ
の
恐
怖
の
克
服
と
、
大
和

・
都
に
あ
る

「家
の
妹
」
が
象
徴
す

る

〈家
郷
〉

へ
の
回
帰
の
願
望
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
歴
史
学

・
考
古
学
の
成
果
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
古
代
の
官
人
の
居
住
や
旅
行
の
実
態
や
、
近
年
の
万
葉
研
究
が

〈王
権
〉

と
の
関
わ
り
で
表
現
を
捉
え
返
す
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
前
提
は
崩
れ
つ
つ
あ
る
。
古

代
の
旅
の
歌
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
実
質
を
持

つ
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
の
探
究
を
、
本
論
の
課

題
と
す
る
。
本
論
は
、
以
下
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
。 

第

一
部
で
は
、
万
葉
の
旅
の
歌
の
基
本
類
型
と
さ
れ
る

「家
」
と

「妹
」
と
の
関
係
を
問
題
と
す
る
。 

第

一
章

「
〈留
守
歌
〉
考

―
行
旅
歌
に
お
け
る

〈共
感
関
係
〉
の
淵
源

―
」
で
は
、
万
葉
の
行
旅
歌

の
、
最
も
古
く
基
本
的
な
類
型
の

一
つ
と
い
え
る

〈留
守
歌
〉
に
つ
い
て
考
え
る
。
従
来
、
家
に
残
る
妻

が
旅
に
出
た
夫
を
心
配
し
、
呪
的
共
感
関
係
を
呼
び
起
こ
す
様
式
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
際

は

〈彼
の
地

へ
の
関
心
〉
を
も

っ
て
抒
情
す
る
あ
り
方
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

〈私
情
〉
の
表
出
が
、
公

的
な
旅
と
関
わ
る
場
に
お
い
て
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
表
現
の
結
果
見
出
さ
れ
た
男
女
の

〈共

感
関
係
〉
こ
そ
が
、
文
武
朝
以
降
、
行
幸
従
駕
の
場
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
「家
な
る
妹
」
を
志

向
す
る
様
式
の
淵
源
と
な

っ
た
と
の
見
通
し
を
示
す
。 

第
二
章

「万
葉
集
巻
四

・
五
〇
九

・
五

一
〇
番
歌
考

―
旅
中
詠
に
お
け
る

「家
」
と

「妹
」
を
め
ぐ

っ

て

―
」
で
は
、
人
麻
呂
よ
り
や
や
後
に
属
し
つ
つ
、
赤
人
や
遣
新
羅
使
人
歌
に
も
影
響
を
与
え
た
、
「丹

比
真
人
笠
麻
呂
下
二

筑
紫
国
一

時
作
歌
」
（
４
五
〇
九

・
五

一
〇
）
を
取
り
上
げ
る
。
当
該
長
反
歌
は
、
そ

の
影
響
下
の
諸
作
と
同
様
、
「家
の
妹
」
を
偲
ぶ
典
型
的
な
旅
の
歌
と
さ
れ
て
き
た
。
本
章
で
は
、
そ
の
「家
」

の

「妹
」
が
、
従
来
自
明
視
さ
れ
て
き
た
よ
う
な

「家
に
同
居
す
る
妻
」
と
言
え
る
の
か
を
検
証
し
、
旅

中
詠
に
お
け
る

「家
」
と

「妹
」
理
解
の
問
題
を
提
起
す
る
。
併
せ
て
、
表
現
理
解
上
問
題
と
な

っ
て
い

た
長
歌
末
尾
の
表
現
と
反
歌
の
内
容
に
つ
い
て
、
旧
来
の
理
解
に
修
正
を
加
え
る
。 

第
三
章

「
〈
「家
」
と

「旅
」
〉
論
の
再
検
討

―
山
上
憶
良

「日
本
挽
歌
」
の

「家
」
を
め
ぐ

っ
て

―
」

で
は
、
山
上
憶
良

「日
本
挽
歌
」
（
５
七
九
四
～
七
九
九
）
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
作
品
の
研
究
史
は
、
伊

藤
博
氏
の
論
文

「家
と
旅
」
が
大
き
く
塗
り
替
え
、
今
日
ま
で
定
説
的
位
置
を
占
め
る
に
至

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
当
挽
歌
で
の

「家
」
は
、
「旅

（タ
ビ
）
」
と
の
対
比
の
意
識
の
中
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
は
言

い
難
い
こ
と
や
、
「か
た
ち
は
あ
ら
む
を
」
「大
君
の
遠
の
朝
廷
」
「国
内
」
と
い
っ
た
表
現
理
解
の
問
題
、

な
ど
に
よ
り
、
伊
藤
論
の
説
く
よ
う
な
、
歌
中
の

「家
」
「国
内
」
を

「奈
良
」
と
見
な
す
立
場
に
は
従
い

難
い
こ
と
を
述
べ
る
。 

第
二
部
で
は

「羈
旅
」
と
い
う
題

・
標
目
を
持

つ
歌
群
を
問
題
と
す
る
。 

第
四
章

「
「羈
旅
」
歌
と
は
何
か

―
大
伴
卿
傔
従
等
の

「悲
傷
羈
旅
」
歌
の
場
合

―
」
で
は
、
巻
十

七
冒
頭
の

「悲
傷
羈
旅
」
歌

（17

三
八
九
〇
～
三
八
九
九
）
を
取
り
上
げ
る
。
天
平
二
年
の
大
宰
帥

・
大

伴
旅
人
の
帰
京
時
に
旅
人
の
従
者
で
あ
る

「傔
従
等
」
が
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
こ
の
作
品
は
、
「悲
傷
」
の
題

に
ふ
さ
わ
し
く

「後
ろ
向
き
」
の
内
容
を
持

っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
、
官
人
が
都
に
近
づ
く

、
、
、
、
、
と
い
う
状

況
と
整
合
せ
ず
不
審
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
万
葉
の

「羈
旅
」
歌
を

「異
郷
に
在
る
」
こ
と

の
違
和
や
悲
哀
を
う
た
う
も
の
と
見
て
き
た
が
た
め
で
あ
り
、
漢
語

「羈
旅
」
の
本
来
の
表
現
性
を
考
慮
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す
れ
ば
、
む
し
ろ
慣
れ
親
し
ん
だ
者
と
の
離
別
を
苦
と
す
る
の
が

「羈
旅
」
の

「悲
傷
」
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

〈羈
旅
〉
主
題
と
は
、
異
郷
に
在
る
こ
と
全
般
で
は
な
く
、
畿
外

へ
の
往
還
等
の
長

距
離
の

〈移
動
〉
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
、
そ
の
観
点
か
ら
の

「羈
旅
」
歌
の
再
検
討
の
必
要
性

を
提
起
す
る
。 

第
五
章

「柿
本
人
麻
呂

「羈
旅
歌
八
首
」
の
位
置

―
〈羈
旅
〉
主
題
化
の
始
発

―
」
で
は
、
「羈
旅
」

歌
の
始
発
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
柿
本
人
麻
呂

「羈
旅
歌
八
首
」
を
取
り
上
げ
る
。
当
該
八
首
は

「羈
旅
係

恋
」
の
情
を
描
き
出
し
た
最
初
の
作
品
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
注
目
す
べ
き
は
、

「船
近
付
き
ぬ
」
「旅
行
く
我
」
「行
き
過
ぎ
」
な
ど
と
旅
行
中
の
自
ら
の
姿
を
動
的
に
描
き
出
す
こ
と
に

重
き
を
置
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
意
味
を
持

つ
の
は
、
王
権
の
中
心
た
る
畿
内

（
「大
和
島
」
）

と
畿
外
を
対
置
的
に
描
く
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
「羈
旅

（之
臣
）
」
の
意
識
を
根
底
に
置
き
、
王
権
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く

〈移
動
〉
の
過
程
自
体
を
う
た
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
「家
な
る
妻
」
へ
の
意
識
を
も
包

摂
し
た

〈羈
旅
〉
の
全
体
を
歌
の
形
に
描
き
出
す
試
み
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
。 

第
六
章

「
「棚
無
小
舟
」
考

―
巻

一
・
五
八
番
歌
の
象
徴
性
と
表
現
史
上
の
位
置

―
」
で
は
、
高
市

黒
人
に
よ
る
、
大
宝
二
年
十
月
の
三
河
行
幸
時
の
作

（
１
五
八
）
を
取
り
上
げ
る
。
本
作
は

「棚
無
小
舟
」

の
行
方
に
思
い
を
馳
せ
る
作
で
あ
り
、
こ
こ
に
黒
人
の
個
的
な

〈寂
寥
〉
を
読
む
見
方
が
通
説
的
理
解
と

な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
文
武
朝
の
官
人
た
る
黒
人
を
、
同
時
代
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
特
異
な
詩
人
と
し

て
描
き
出
す
把
握
に
は
大
い
に
問
題
が
あ
る
。
そ
も
そ
も

「棚
無
小
舟
」
に

「寂
し
さ
」
の
象
徴
を
読
む

こ
と
に
は
明
確
な
根
拠
が
な
い
。

一
首
に
寂
し
さ
を
感
じ
る
の
は
、
舟
が
去
り
ゆ
く
も
の
と
し
て
詠
ま
れ

て
い
る
た
め
で
あ
り
、
そ
こ
に
他
者
の
視
点
の
導
入
と
い
う
工
夫
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
。 

 

第
七
章

「高
市
黒
人

「羈
旅
歌
八
首
」
の
位
置

―
〈羈
旅
〉
主
題
の
成
立

―
」
で
は
、
前
章
で
更

新
さ
れ
た
黒
人
像
を
承
け
て
、
そ
の

一
部
に
作
者
の
個
我
の
産
物
と
い
っ
た
過
剰
な
象
徴
性
が
読
み
取
ら

れ
て
き
た
黒
人

「羈
旅
歌
八
首
」
（
３
二
七
〇
～
二
七
七
）
の
読
み
直
し
を
図
る
。
従
来
、
当
該
八
首
は

「人

間
存
在
の
奥
底
を

つ
ら
ぬ
く
寂
し
さ
や
悲
し
さ
」
と
解
さ
れ
て
き
た
二
七
〇
番
歌
な
ど
と
、
戯
笑
的
な
宴

席
歌
と
み
な
さ
れ
て
き
た
二
七
六
番
歌
と
が
混
ぜ
合
わ
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
統

一
的
な
把
握
が
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
本
章
は

「羈
旅
」
歌
と
し
て
当
該
八
首
を
理
解
す
る
立
場
か
ら
、
八
首
に
は
畿
外
を
移

動
す
る
身
で
あ
る
こ
と
の
強
調
と
、
そ
の
土
地
で
出
会
い
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
景
物
や
人

へ
の
愛
着
、

旅
中
ゆ
え
の
そ
の
断
念
の
形
象
化
と
い
っ
た
点
で
、

一
貫
し
た
主
題
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
。 

 

第
八
章

「万
葉
集
巻
七

「羈
旅
作
」
考

―
巻
七
雑
歌
部
に
お
け
る

〈羈
旅
〉
像

―
」
で
は
、
巻
七

雑
歌
部
の

「羈
旅
作
」
（
一
一
六

一
～

一
二
五
〇
）
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
傾
向
を
探
る
。
当
該

九
〇
首
は
従
来
、
原
資
料
そ
の
ま
ま
の
反
映
と
見
ら
れ
る
傾
向
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
「羈
旅
作
」
よ
り
前

の
雑
歌
部
が
大
和

・
畿
内
の
地
名
を
詠
む
歌
を
収
め
、
〈海
〉
に
関
わ
る
物
象
語
を
詠
む
歌
を
排
除
す
る
の

に
対
し
、
「羈
旅
作
」
が
畿
外
地
名
を
収
め
、
〈海
〉
に
関
わ
る
物
象
語
を
詠
む
歌
を
多
く
収
め
る
と
い
う

分
担
関
係
が
あ
る
こ
と
か
ら

「羈
旅
作
」
は
原
資
料
の
反
映
で
は
な
く
、
編
纂
の
段
階
で
巻
七
全
体
を
見

通
す
者
に
よ

っ
て
、
〈畿
外
〉
・
〈海
〉
に
関
わ
る
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「羈

旅
作
」
九
〇
首
の
地
名
を
見
た
時
、
「大
き
く
は
五
畿
七
道
順
に
則

っ
た
、
か
な
り
の
程
度
の
統

一
体
」
と

し
て
の
性
格
が
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
地
名
の
配
置
と
連
動
し
た

〈旅
人
の
動
き
〉
に
よ
る
大
ま
か
な

ま
と
ま
り
が
見
ら
れ
る
。
以
上
に
よ
り
、
巻
七

「羈
旅
作
」
に

一
つ
の

〈羈
旅
〉
の
印
象
を
読
む
べ
き
こ

と
を
述
べ
る
。 

（四
〇
字
×
七
五
行
＝
三
〇
〇
〇
字
） 


